
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

2 0 0 0 0 2 2 0 0 6 10 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 4 1

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕         5 1 2 0 二安 右飛 左安 一ゴ 三振

2 右         3 0 1 0 投犠 右安 三ゴ 四球 二ゴ

3 遊         4 1 0 0 四球 左飛 中飛 三振 投ゴ

4 一         5 1 3 0 三振 中安 中３ 左安 三ゴ

5 左         5 0 2 2 中安 三ゴ 一併 左安 三振

6 中         2 2 1 1 死球 四球 四球 右安 一飛

7 三         2 1 0 0 投ゴ 二ゴ 四球 四球 死球

8 二         4 0 0 0 振逃 遊飛 一犠 投飛 三振

9 投         3 0 1 2 三振 中飛 中安

9 打         0 0 0 0 四球

9 投         0 0 0 0

          

          

          

          

33 6 10 5

■投手成績
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3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊         4 0 0 0 三振 遊ゴ 三振 一ゴ

2 三 投 三     4 0 1 0 一邪 中飛 三振 中安

3 一 右       3 0 0 0 三振 一邪 一ゴ 死球

4 投 一 投     4 0 0 0 遊ゴ 三振 一ゴ 二ゴ

5 左         2 0 0 0 三振 三直 三ゴ

5 左         2 0 0 0 右飛

6 二 投 三 捕   3 1 1 0 捕邪 四球 左２

7 中         3 0 0 0 右飛 投ゴ 投ゴ

8 右 二 一     2 0 2 1 左安 三振 左２

9 捕 投       2 0 0 0 右飛 二失

9 二         1 0 0 0 三ゴ

          

          

          

          

30 1 4 1
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■日時 令和7年8月22日(金) 晴れ 天理高校　対　兵庫県立西宮香風高校

■球場 駒沢硬式野球場 第1試合　3回戦 準々決勝 ■試合時間 2時間29分 ■備考

■審判 球審：英賀　　　塁審：前島　須田　寺尾

出場校名 代表地区

天理 東近畿１・奈良

西宮香風 兵庫

天理高校

ポジション 氏名

片　山　蒼四郎

中　塚　大　陽

奥　田　泰　人

中　林　章太朗

長谷川　和　彦

肥　後　一　希

舩　越　　　功

山　﨑　善　春

大　橋　喜　治

鳥　居　直　道

鈴　木　　　快

合計 　残塁：10　　併殺：0

備考

■バッテリー

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打 三振 四球 自責 投球数

大　橋　喜　治 片　山　蒼四郎 大　橋　喜　治 19 1 6 1 0 76

鈴　木　　　快 鈴　木　　　快 13 3 1 1 1 45

西宮香風

ポジション 氏名

阪　邊　志　友

北　田　拓　真

柴　　　隼　人

田　口　幹　基

田　口　一　摩

氏　木　太　雅

寺　井　宗一郎

荒　谷　　　力

田名後　　　仁

岩　本　飛　翔

五十川　義　基

合計 　残塁：4　　併殺：1

備考

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打 三振 四球 自責 投球数

1 3

田　口　幹　基 岩　本　飛　翔 田　口　幹　基 23 4 5

0 2

4 2 86

寺　井　宗一郎 寺　井　宗一郎 寺　井　宗一郎 14 3

0 19

2 53

北　田　拓　真 北　田　拓　真 3 3 0

■戦評

　準々決勝第一試合は前回優勝の奈良・天理高校と兵庫県立西宮香風高校の対戦となった。両校ともにこれまで対戦相手を完封し、コールド勝ち
を収めて順当に勝ち上がってきている。　天理は初回、西宮香風の先発田口幹基の立ち上がりを攻め先頭の片山が二塁への内野安打で出塁する
と、犠打や四球などでチャンスを広げ５番長谷川のセンター前ヒットで２点を先制した。西宮香風は３回に初安打を放ったものの天理の先発大橋の
巧みな牽制に誘い出され走塁死となり、４回まで３人で抑えられた。その後も走者を出すもののなかなか得点を奪うことができない。田口とその後を
受けた寺井は天理打線を相手に味方の好守もあり追加点を与えなかったが６回に２つの四球と犠打で１死２，３塁とされ、天理の９番大橋に高いバ
ウンドで二遊間を抜けるセンター前ヒットを打たれ２点を失った。　試合は西宮香風が８回に８番田名後のレフトオーバーの二塁打で１点を返し９回も
一、三塁とチャンスを広げるものの得点には至らず終始優位に進めた天理が６-１で勝利を収めた。
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岩　本　飛　翔 岩　本　飛　翔 4 0 1 2


